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宇城市固定資産台帳整備状況

宇城市GISシステム 固定資産台帳データ
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総資産台帳：宇城市の場合
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固定資産台帳：資産計上額との整合
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固定資産台帳：宇城市の場合
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支出命令（固定資産台帳登録）
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（出典：平成２８年３月３１ 日付け 宇城市総務部長通知「地方公会計制度に対応した財務会計システムに係る変更点ついて」）



仕訳入力画面
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（出典：平成２８年３月３１ 日付け 宇城市総務部長通知「地方公会計制度に対応した財務会計システムに係る変更点ついて」）



固定資産台帳登録
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（出典：平成２８年３月３１ 日付け 宇城市総務部長通知「地方公会計制度に対応した財務会計システムに係る変更点ついて」）



固定資産減価償却
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（出典：平成２８年３月３１ 日付け 宇城市総務部長通知「地方公会計制度に対応した財務会計システムに係る変更点ついて」）



仕訳フォロー体制
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（出典：平成２８年３月３１ 日付け 宇城市総務部長通知「地方公会計制度に対応した財務会計システムに係る変更点ついて」）



固定資産台帳：内訳
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複数の予算科目から構成される場合
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 ・工事取得された固定資産の登録については、「工事請負費」だけでなく「建設業務委託料」などの複数の支出命令書から、「固定資産 
台帳」を集約する必要があり、かつ実務上は支出命令書で「前金払」などもあるため、「建設仮勘定」という勘定科目を設けています。

 ・さらに、一つの工事に複数の種類（耐用年数区分等）の資産が含まれていることが多いため、「建設仮勘定」を「工作物（本勘定）」 
へ振り替える際は、工事積算内訳などにより「耐用年数の区分」ごとに、直接工事費按分（直工按分）を行うことが必要となります。 

 ・わかりやすく言えば、取得する「もの（資産）」から考え、複数の支出命令書から固定資産台帳（建設仮勘定）を１つ作成しておいて、

完成したと同時に「もの（資産）の耐用年数の区分」ごとに固定資産台帳（本勘定）へ振り返るイメージとなります。 

（ イメージ図 ） 

（出典：平成２８年９月３０日付け 宇城市財政課長通知「地方公会計制度に対応した財務会計システムの操作方法について」）



固定資産台帳の登録方法_道路
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（出典：平成２８年９月３０日付け 宇城市財政課長通知「地方公会計制度に対応した財務会計システムの操作方法について」）



支出関連伝票まとめ
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（出典：平成２８年３月３１ 日付け 宇城市総務部長通知「地方公会計制度に対応した財務会計システムに係る変更点ついて」）


